
貧困とは何か

◎貧困の定義（＊公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン・厚生労働省HPから）

絶対的貧困

食べ物がない、家がないなど人間としての最低限の生存条件を欠くような貧困

⇒ 主に途上国に多い

相対的貧困

世帯の所得が、その国の全世帯の所得の中間値の半分に満たない状態

（現在、日本では2人家族の貧困線は172万円で、3人家族は211万円。

それを下回る世帯）=その国の文化水準、生活水準に比して、適正な

水準での生活を営むことが困難な状態

⇒ 国内の所得格差であるため、先進国でも生じる問題

現在、日本で問題になっているのは 相対的貧困

子どもの貧困の現状と課題

2021年度 保育士等キャリアアップ研修会「保護者支援子育て支援カリキュラム」



◎世界の中の日本の貧困状況

・先進国35ヶ国中、日本の相対的貧困率は7番目に高い



日本の子供の貧困の現状

‣日本の子どもの相対的貧困率は平成27年度でようやく減少に

転じたものの、日本の子どもたちの約７人に１人は貧困状態である

‣ひとり親家庭の半数が今も貧困状態にある

厚生労働省「平成30年度 国民生活基礎調査の概況」より

貧困率の年次推移



厚生労働省「平成30年度 国民生活基礎調査の概況」より



◎ ひとり親家庭の現状①（世帯数）



◎ ひとり親家庭の現状②（就業状況）



◎ ひとり親家庭の貧困の現状



◎ 子どもの就学援助の状況

小・中学生(義務教育)への
就学援助の割合は増えて
いる

それでは 高校は？

…そして、その先は？



子どもの貧困が及ぼす影響

食べるものや住むところがない（絶対的貧困）
わけではないが・・・

自転車、ゲーム、部活、洋服

習い事、塾、進学…

自分は誰にも大切にされていないという思い

（精神的な落ち込み・自己肯定感の低下）

どうして、僕だけ？

努力しても報われないという思い

（無力感・自己効力感の低下）

どうせ僕なんか



◎児童虐待の背景にはいくつかのリスク要因（保護者側のリスク・
子ども側のリスク・養育環境のリスク）が複雑に絡み合っている
ことが多い。
⇒貧困等、経済的な不安は大きなリスクのひとつ

◎「経済的な貧困」と「精神的な貧困」

⇒精神的な落ち込みは、絶対的貧困よりも相対的貧困の方が深刻

子どもの貧困と児童虐待

◎貧困の負の連鎖

図：貧困の連鎖
（内閣府，2017「国における子供の貧困対策の取組について」から）

貧困家庭の多くの親もまた、
貧困家庭で育っている



子どもの貧困対策の推進に関する取り組み

「子どもの貧困対策の推進に関する法律」（平成25年）

子供の将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう､貧困
の状況にある子供が健やかに育成される環境を整備するとともに､教育の機会均
等を図るため､子供の貧困対策を総合的に推進することを目的とするもの

「子供の貧困対策に関する大綱」（平成26年）

「子どもの貧困対策推進法」に基づき、全ての子供たちが夢と希望を持って成長
していける社会の実現を目指し、子供の貧困対策を総合的に推進する

（総務省・文部科学省HPより）
◎子どもの貧困への支援の具体例

◇教育の支援

無料の学習支援，幼児教育の無償化 等

◇生活の支援

保護者の自立支援，子どもの居場所作り（児童養護施設

退所後の子どものアフターケア等），子ども食堂 等

◇経済的支援

児童扶養手当の見直し，養育費の確保に関する支援 等

◇保護者への就労支援

保護者の就労支援や学び直し 等




